
平成22年度税制改正の主な内容

※実施年度等にご注意ください。

１扶養控除の改正（個⼈住⺠税・所得税）１扶養控除の改正（個⼈住⺠税・所得税）
【個⼈住⺠税は平成24年度から、所得税は平成23年分から適⽤】【個⼈住⺠税は平成24年度から、所得税は平成23年分から適⽤】

• 15歳までの年少者の扶養親族に対する扶養控除（住⺠税は33万円、所得税は38万円）が廃⽌されます。
• 16歳から18歳までの特定扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分（住⺠税は12万円、所得税は25万円）が廃⽌されます。
• 19歳から22歳の扶養親族に係る特定扶養控除、23歳から69歳の扶養親族に係る扶養控除及び70歳以上の扶養親族に係る⽼⼈扶養

控除については、現⾏どおりです。

２⽣命保険料控除の改正（個⼈住⺠税・所得税）２⽣命保険料控除の改正（個⼈住⺠税・所得税）
【個⼈住⺠税は平成25年度から、所得税は平成24年分から適⽤】【個⼈住⺠税は平成25年度から、所得税は平成24年分から適⽤】

⽣命保険料控除が改組され、所得税については、各保険料控除の合計適⽤限度額が現⾏の10万円から12万円に引き上げられます。（な
お、住⺠税の各保険料控除の合計適⽤限度額は、現⾏と同じ7万円です。）

1. 平成24年１⽉１⽇以後に締結した保険契約等（新契約）に関する⽣命保険料控除
新たに介護医療保険料控除を設け、⼀般⽣命保険料控除、介護医療保険料控除、個⼈年⾦保険料控除のそれぞれの適⽤限度額に
ついて、住⺠税は２．８万円、所得税は４万円とします。

2. 平成23年12⽉31⽇以前に締結した保険契約等（旧契約）に関する⽣命保険料控除
従前と同様の⼀般⽣命保険料控除、個⼈年⾦保険料控除が適⽤されます。
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